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V146c 野辺山 45m搭載 新マルチビーム受信機「FOREST」の開発進捗 10
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野辺山 45m電波望遠鏡搭載用 4ビーム・両偏波・2SB受信機「FOREST」の、今シーズンにおける試験観測等
の結果、及び、次シーズンからの共同利用観測に向けた取り組みについて報告する。
今シーズンは、新たなデュアを用いた冷却部分のモジュール化、全 IF系の広帯域（4-12GHz）化、モニタ・制

御システムの Linux化等を行い、１月から３月末にかけて、全てのレガシープロジェクトからメンバーを募り、
全 38項目にも及ぶ立ち上げ・評価測定を実施（南谷他、2015年春季年会）、４月から５月末には、追加の評価測
定・試験観測と、３つのレガシープロジェクトによる観測とを行った。広帯域観測時の Baseline ripple、冷却ア
ンプの配線接触不良といった問題もあったものの、その他の FORESTに起因するトラブルは非常に少なく、比較
的安定した性能でデータ取得、観測を行うことができた。
次シーズンには、一部機能制限付きではあるが、共同利用観測に提供するため、現在、上記問題の解消、更な

るシステムの安定化や性能の改善等、各種整備を行っている。


